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後編―①は第３０番で、終わりです。 

 

なんで途中下車の腰砕けになったのか、その 

原因は判りませんが、「雨滴」の後編＝解説編 

の編集は第２５番辺りまでは、平成 22 年の夏 

には終わっていましたのに、それから先は１題 

も進まず、約 2 年も経ったのいうのに、未だに 

完了していません。このことに付いては、まぁ、 

ヨタヨタ爺さん（Ａ，Ｂ）２人のやっている事 

ですから、大目に見てください。 

平成２４年３月、谷口均さんからメールを戴 

きました。「雨滴後編は出来ていますか？」 

Ａ爺、「ドキッ」 

その後、「冬眠日記」でも取り上げられて。 

Ｂ爺，「ごめん、ごめん、ごめん」 

Ｂ爺さんはこのところ「駅ちかウォ－キング」

なるものに凝っていて、暇さえあれば（いいえ、

毎日が日曜日）、デジカメ片手にブラブラと出

歩いている。 

それでもＡ爺がＢ爺さんに、「そろそろやろ

うよ。」と声を掛けたら、「５月から後編―②に

取り掛かります。」との返事あり。 

完成後には又「冬眠日記」でお世話になります。

その節は宜しくお願いいたします。 

     平成２４年４月 小川悦勇 

 長い間、「雨滴」後編の編集を捨て置いて申

し訳ありません。前編を読んで後編を期待して

くださった皆様へ深く陳謝します。 

 全編完了までは、もう暫くお待ちください 

平成２４年５月 今川健一 


